























A study on Community Planning at the Traditional Townscape
in Project Based Learning for First-year Education
A Case of Student Project for Invigorating Local Communities Produced











































































































































































































































藤居由香：初年次PBL教育における伝統的町並み景観を活用したまちづくり － 111 －
　当日の発表に対する主催者側の関係者のコメント
としては、全員参加型のプレゼンテーションである
点が評価されていた。
₆．まちづくり教育上の効果
１）時間軸
　当初は授業で取り組んだこともあり、課外での取
り組みは見られなかったが、徐々に自発的に課外時
間に集まって作業をするようになった。プロジェク
ト後の学生の感想として「私は人前で自分の考えを
発言するのが苦手でしたが、今回のプロジェクトを
通して少し慣れることができました。また、知識を
つけ、深めるだけでなく、これからの自分にとって
役立つ力を身につけることができてよかったと思い
ます。」や、「JRのプロジェクトに応募すると聞い
たときは、自分たちは何をすればいいのだろうかと
困惑したけれど、このプロジェクトは山陰の素晴ら
しいところを多くの人に知ってもらえると分かり、
最後まで頑張って取り組もうと思いました。島根に
生まれて住んでいる私が知らなかった島根の良さが
知れたことが、私の中で深く印象付けられていま
す。」というものがあり、半年のプロジェクト参加
という時間の経過による成長の跡がうかがえる。
２）地域空間軸
　今回のプロジェクトと、福祉住環境分野の学習も
兼ねて課題を出した。内容は、５月休み中に出掛け
た駅舎の写真を撮り、良い所を見つけることと、改
善点を探し出し、パワーポイントで発表会を行っ
た。発表会があることで、他の学生の発表から多様
な着眼点を知ることができるため、教員に提出する
ことで完了する課題に比べると学習効果がある。
　学生達が調べてきた駅の立地から、同じ島根県内
の駅の違いや、どの駅にも共通して見られる課題が
見出されるため、地域空間把握の一つの手法として
駅を題材とする意義があると考えられる。
　山陰の鉄道は、ほぼ単線であるが、解説をして初
めて、複線との違いに気付いた学生も多い。県内に
は、JRと私鉄があるものの、通学で利用しない学
生にとっては縁遠いものである。また、「祖母は汽
車といいます。電車とどう違いますか」と質問され
るなど、どちらかというと車社会の島根県で取り組
む鉄道からのまちづくりは、学生にとって新しい視
点となった。
３）行政軸
　今回のプロジェクトは企業主催のものではある
が、審査員には鳥取県と島根県の知事と、行政部局
の代表者が含まれていた。学生達のモチベーション
として、知事の前での発表があることは、本学のよ
うな県立の大学では大きかった。また、６チーム順
位付けがあり３位には入れなかったが、本学及び他
２チームにも特別賞が提供され、賞状と賞品があっ
たことは、学生達の達成感につながった。
　短大生というのは、行政との接点というのが乏し
い現状にあるが、まちづくりや、このようなプロ
ジェクトと関わりのある行政部署との関わりをきっ
かけに、行政の業務を知る教育方法の検討の余地が
あると思われる。学生達に行政への聞き取り調査を
セッティングすべきであったというのが反省点の一
つである。
４）民間企業軸
　以前参画した大学生チャレンジショップ事業の際
にも気付いたことだが、事業担当者という学外の一
社会人と接することで、学生自身は、責任を持って
仕事に取り組む姿勢が高まるように見受けられる。
今回は、複数回に渡り本学まで企業担当者が来学す
る仕組みだったため、徐々に学生達も慣れていくこ
とができた。他大学と異なる短大ならではの制約に
理解を示し、様々な配慮を頂いた。
　今回の公開プレゼンテーションは、テレビニュー
スにも流れるなど、山陰地方の報道機関が注目する
イベントであった。新聞紙面の掲載も多数あり、朝
日新聞島根県版と、島根日日新聞に写真入りで取り
上げていただけた。学外の方の目にとまり掲載され
たことで、客観的に認められたという実感が学生達
に湧く。報道というのは事実を伝えるだけではな
く、報道される側に与える影響が大きいことを改め
て知った。
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５）住民軸
　学生達が見ず知らずの住民の方と接する機会とい
うのは非常に少ない。今回、松江市美保関では、居
住者の方からお話を伺う、散策中に会話をさせてい
ただく、店舗での飲食の時に話しかけられるという
普段とは違う状況があった。「おもてなしを考えた
とき、美保関に見学へ行ったとき、地元の人が喜ぶ
こと、建物や資源だけではなく、地元の人のあたた
かさが大切なことなど学ぶことができました。」と
いう学生達の記述があった。
　公開プレゼンテーションのメインコンセプトに
「挨拶」というキーワードが出てきたのは、学生達
自身が考えて決めたことで、教員としては想定して
いなかった。住民と接する場を設けることの重要性
については、学生から逆に教わった。今回に限ら
ず、島根県内では、学生達が調査に行くと、暖かく
受け容れて下さる地域が多く、ありがたい土地柄で
ある。そのことに学生自身が気付き、発表に反映で
きたことに価値があった。
６）学生軸
　島根県内は、大学が２校、短大１校、高専１校
と、高等教育機関が非常に少なく、他大学との交流
の機会も限られている。そのため、自分たちの位置
づけや、自分たちの良い所、足らない所の両方とも
わかりにくい。ある学生は、「自分たちの提案を報
告書にまとめ、他大学と一緒にプレゼンをしました
が、他のチームの発表を聞いて、プレゼンのまとめ
方や話し方などがしっかりしていてとても勉強にな
りました。」と述べており、表現方法に関して刺激
を受けたことがわかる。
　また、発表会当日は、懇親会があり、他大学の学
生に話しかけられない遠慮がちな学生もいる一方
で、積極的に交流を図る学生もいた。他チームの感
想として、プレゼンテーションの直後に、「１年生
なのにすごいね」と言われ、嬉しかったそうであ
る。参加者の中には、本学から他大学に編入学した
学生もおり、短大卒業後の活躍を知ることができる
という副産物もついてきた。そのゼミの別の学生か
らは、「自分たちは３年生だけれど、１年生でこう
いう経験ができると、今後がすごくなると思う」と
いうコメントがあった。
₇．まとめ
　初年次教育として、PBLに参画するにあたり、
伝統的町並み景観を活用したまちづくりに取り組ん
だ。山陰の出雲・松江・米子の伝統的町並み景観の
現地調査を行い、鉄道との関連性を意図した地域活
性化のためのまちづくりについて学生達がまとめた
事柄は以下の通りである。
　・挨拶の重要性
　・良好な伝統的町並み景観が保たれている現状
　・色彩や照明による景観まちづくりの提案
　伝統的町並み景観を活用したまちづくりにいて
は、持続性の確保による歴史的景観保全が重要であ
るため、今回のプロジェクトが一過性とならない方
策が必要である。
　まちづくりの教育上の効果については、前回の大
学生チャレンジショップ事業時同様に６つの軸から
みた。今後も継続して新たなPBL活動に取り組み、
比較検討を行い共通項の抽出により今後のFD活動
へ生かしたい。
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